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(2)基本設計概要書説明時 
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資料－５ 事業事前計画表（基本設計時） 

１．案件名 

 バヌアツ国 ポートビラ港埠頭改善計画 基本設計調査 

２．要請の背景（協力の必要性・位置づけ） 

バヌアツ共和国（以下“バヌアツ国”）は 82 の島々からなる島嶼国であり、島々を結ぶ交通手

段、生活物資・輸入物資は海上輸送に大きく依存している。そのため、港湾施設の整備は国家計

画の中で最重要の施策に位置づけられている。 

ポートビラ港はバヌアツ国の主島であるエファテ島に位置し、オセアニア、アジアなどと結ぶ

外航航路が寄港するバヌアツ国最大の拠点港である。しかしながら、ポートビラ港は 1972 年に供

用が開始され、当時の港湾貨物の主体であったバラ荷・パレット貨物を対象とし、フォークリフ

ト等の荷役作業に適するように連絡橋で埠頭桟橋に隣接する陸域の倉庫へ直接搬入できる配置と

なっている。このため荷物の大半がコンテナ化された現在、荷役作業上の課題が露呈している。

最も大きな問題は、効率的なコンテナの荷役作業に適した荷役作業ヤードが存在しないことであ

り、限られた港湾区域内の 25%を占有するバラ荷貨物倉庫倉庫が港湾区域の中心に位置し、コン

テナ荷役の大きな障害となっている。この港湾区域にはコンテナを蔵置する面積が極めて少ない

ことから、コンテナは港湾区域から 200m～1km 離れた公道の路肩に搬出され、蔵置、開梱、税関

検査等が行われている。また、コンテナが陸揚げされる埠頭桟橋は幅 9.1m と狭く、幅 12m の連絡

橋も東西両端の 2 箇所しか使用できないことから埠頭桟橋からの運搬に時間を要し、非効率な荷

役となっている。その他にもポートビラ港にはタグボート及びパイロットボートなどの作業船舶

が配船されていないため、狭隘な回頭区域を寄港船舶自身によるアプローチ操船や接岸操船を行

っているため、風による入港の制限や埠頭桟橋の損傷を避けるための慎重な操船を強いられてい

る。 

本プロジェクトは、上記の問題を有する既存港湾区域の改善による港湾機能を回復し、荷役作

業の効率化・安全化、及び作業船舶を整備することによる湾内航行及び安全性の向上と地域の持

続的な発展に資するものである。 

 

３．プロジェクト全体計画概要 

（１）プロジェクト全体計画の目標（裨益対象の範囲及び規模） 

  ア ポートビラ港において円滑な荷役作業環境が確保される。 

  イ 寄港船舶の接岸環境が改善される。 

  【裨益対象の範囲及び規模】 

ポートビラ港利用者：ポートビラ市住民約 50,000 人 

ポートビラ港従事者：約 200 人 

 

（２）プロジェクト全体計画の成果 

  ア ポートビラ港の港湾区域が改修される。 

  イ タグボートとパイロットボートが整備される。 
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（３）プロジェクト全体計画の主要活動 

  ア ポートビラ港の港湾施設・作業船を整備する。 

  イ プロジェクト運営のための人員を配置する。 

 

（４）投入（インプット） 

  ア 日本側：無償資金協力 17.54 億円 

  イ バヌアツ国側： 

（ア）本無償資金協力案件の実施に係わる負担額：0.15 億円 

（イ）本無償資金協力案件対象施設の改修後の運営・維持管理経費：年平均 0.02 億円 

 

（５）実施体制 

  実施機関：バヌアツ国 インフラ・公共事業省 

 

４．無償資金協力案件の内容 

（１）サイト 

   バヌアツ国エファテ島ポートビラ市 ポートビラ港 

 

（２）概要 

   ① ポートビラ港の港湾施設の改善 

   ② タグボート、パイロットボートの調達 

 

（３）相手国負担事項 

   ① 工事用作業用地及び同用地に至る作業用進入路を工事開始前までに確保する 

   ② 既存のバラ荷貨物倉庫（陸上部）、事務所、トイレ及び浄化槽の撤去・処理 

   ③ 東側港湾区域外道路排水の整備 

   ④ 防犯カメラの移設 

   ⑤ 計画サイトまでの必要な電源（冷凍コンテナ、場内照明灯用）の配電 

⑥ 工事開始前までに必要な土木工事認可の取得。 

⑦ 港湾区域内の荷役機械の制限及びその標識・マーキング 

    

（４）概算事業費 

概算事業費 17.69 億円（日本側負担 17.54 億円、バヌアツ国側負担 0.15 億円） 

 

（５）工期 

   ① 詳細設計・入札期間を含め約 35 ヶ月（予定） 

 

（６）貧困、ジェンダー、環境及び社会面の配慮 
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特になし。 

 

５．外部要因リスク（プロジェクト全体計画の目標の達成に関するもの） 

① バヌアツ国内の政情・治安が悪化しない。 

② 想定外（設計対象波を上回る異常波浪や地震による津波)の天災が発生しない。 

 

６．過去の類似案件からの教訓の活用 

 特になし。 

 

７．プロジェクト全体計画の事後評価に係る提案 

（１）プロジェクト全体計画の目標達成を示す成果指標 

① コンテナ運搬距離の短縮 

成果指標 2006 年の実績値 計画値（2011 年） 

運搬距離 200m～1km 50～100m 

② コンテナ荷役時間の短縮 

成果指標 2006 年の実績値 計画値（2011 年） 

サイクルタイム 13 分 9.6 分 

③ 寄港航船の係船時間の短縮（コンテナ船 1隻、コンテナ 150 個当たり） 

成果指標 2006 年の実績値 計画値（2011 年） 

係船時間 11.3 時間 7 時間 

④ タグボートによる寄港船舶の接岸の効率化と安全性の向上 

成果指標 2006 年の実績値 計画値（2011 年） 

回頭半径 船長×3～4倍 船長×1～1.5 倍 

接・離岸可能風速 10m/s 以下 15m/s 以下 

 

（２）その他成果指標 

特になし。 

 

（３）評価のタイミング 

① 2011 年以降（協力対象施設供用開始後、1年経過後） 
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資料－６ 収集資料リスト 

 
 
調査名：バヌアツ共和国ポートビラ港埠頭改善計画 基本設計調査 
 

番号 名  称 
形態 

図書・ビデオ

地図・写真等

ｵﾘｼﾞﾅﾙ・ｺﾋﾟｰ 収集先または発行機関 発行年 

1 T.A. No. 1974-VAN  Structural Survey of Port Vila Wharf  
Final Report  September 1994 図書 コピー Asian Development Bank 

Posford Duvivier Consulting Engineers U.K. 1994 

2 Government of New Hebrides  Port Development Study Report 
1978 図書 コピー Commissioned by the Australian Development 

Bureau   Wilton & Bell Pty. Ltd.  1978 

3 Government of the Republic of Vanuatu   
Priorities & Action Agenda 2006-2015 図書 オリジナル Department of Economic and Sector Planning, 

Ministry of Finance and Economic Management 2006 

4 Quarterly Economic Review  December 2006 図書 オリジナル Reserve Bank of Vanuatu 2006 

5 Quarterly Economic Review  September 2006 図書 オリジナル Reserve Bank of Vanuatu 2006 

6 Quarterly Economic Review  June 2006 図書 オリジナル Reserve Bank of Vanuatu 2006 

7 Quarterly Economic Review  March 2006 図書 オリジナル Reserve Bank of Vanuatu 2006 

8 Annual Statistical Indicators  2005 図書 オリジナル National Statistics Office, Republic of Vanuatu 2006 

9 Annual Statistical Indicators  2004 図書 オリジナル National Statistics Office 2005 

10 Annual Statistical Indicators  2003 図書 オリジナル National Statistics Office 2004 

11 Annual Statistical Indicators  2003 図書 オリジナル National Statistics Office 2003 

12 Preliminary Report  2006  Census of Agriculture 図書 オリジナル National Statistics Office 2007 

13 Quarterly Statistical Indicators  October-December 2006  
Republic of Vanuatu 図書 オリジナル National Statistics Office 2007 

14 Vanuatu Infrastructure Master Plan Phase One  October 2000 図書 コピー Government of the Republic of Vanuatu 2000 

15 
Government of the Republic of Vanuatu   
Priorities & Action Agenda  Supporting and Sustaining 
Development 

図書 
コピー Government of the Republic of Vanuatu 

2003 
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16 Santo Wharf Design  Final Design Report 
図書 オリジナル Ministry of Transport, Communication and Public 

Works  Cameron McNamara 1987 

17 
Site-Specific Earthquake Hazard Determinations in Capital 
Cities in the South Pacific 
SOPAC Technical Report 300 

図書 コピー SOPAC 
Tonkin & Taylor 2001 
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資料－７ その他の資料・情報 

資料－７．１ ポートビラ港における取扱い貨物 

１．取扱貨物に関する資料について 

バヌアツ国では金額ベースの全国輸出入の統計及び重量ベースの貨物統計は整理されてい

るが、計画対象地であるポートビラ港における取扱貨物の統計、貨物内訳の詳細に関しては、

統計資料ばかりか一次的なデータすら保管されていない。基本設計調査団はポートビラ港の

計画を策定するに当り、港湾貨物量の動向を把握するため、貨物送り状あるいは輸出入代理

店の税関申請書類からの貨物量推計を試みた。しかし、荷役会社 IFIRA、輸出入代理店、税
関の各所に輸入貨物の資料の提供を求めたものの、2006年以前の資料の消失、プライバシー
保護の事由で各所から必要な港湾貨物資料が十分に得られなかった。 
そのような中にあって、港湾貨物に関する資料としては、輸出入代理店から提供された船舶

別の個別貨物に関する内訳を入手し、これらを表-1～2に整理した。この表は 2007年 1月～
6 月の 6 ヶ月間の船別のコンテナ数量(FCL/LCL 数、輸出空コン、バラ荷数量、LCL 数量、
貨物品目)を整理したものである。また、全入港船舶ではないが、同期間における主たる貨物
船の入港時毎の輸入貨物量(FCL、LCL、バラ荷)を収集して、上記表の不足データを補完し
た。なお、これらの資料のクロスチェックのため、港湾局からは入港船舶別の係船時間が推

定できるパイロットの勤務台帳を入手した。 
本計画調査では上記の港湾貨物動向の資料や船舶の出入港の資料を活用して現状における

ポートビラ港の港勢を推定し、無償資金協力の枠組みの中で最適な施設計画を策定するもの

とする。 
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表－1 船別コンテナ輸出入量（FCL, LCL） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

20 feet 40 feet Reefer 20 feet 40 feet Reefer 20 feet 40 feet Reefer

March Kiribati Chief 91 17 174 8 199 102 7 14 116 2

May Kiribati Chief 93 12 138 11 22 10 182 0 3

January Kiribati Chief 90 16 1 131 3 6 6 160 48 9.0 57 4 3

June Kiribati Chief 94 7 130 9 18 9 164 0 2

March Kiribati Chief 92 9 3 6 1 122 10 20 7 165

May Kiribati Chief 93S 0 166 3.0 169

Subtotal 61 3 6 2 695 33 66 40 870 316 7 14 9 342

April Southern Moana 138 5 3 6 1 76 28 56 5 149 82 13 26 4.0 112 2

April Southern Moana 139 5 4 8 1 72 16 32 4 122 0

January Southern Moana 135 6 1 2 1 68 12 24 1 102 95 2.0 97 2 13

February Southern Moana 136 6 2 4 1 63 12 24 4 102 19 2 4 23 3

March Southern Moana 137 10 2 4 60 9 18 6 98 11 5.0 16 10

May Southern Tiare 47 6 45 3 54 49 10.0 59 2

May Southern Moana 140 1 1 2 32 5 10 2 47 0

Subtotal 39 13 26 4 416 82 164 25 674 256 15 30 21 307

April Sofina Magellan 108 1 0 0 53 1 2 56 61 0 0.0 61 1

January Sofina Magellan 106 0 0 0 50 1 2 52 19 0 0.0 19

April Sofina Magellan 109 1 0 0 48 49 35 0 0.0 35 2

June Sofina Magellan 110 0 0 2 34 1 2 38 23 0 0.0 23 3

February Sofina Magellan 107 0 0 0 26 0 0 1 27 52 3 55 1

Subtotal 2 0 2 211 3 6 1 222 190 3 0 0 193

June Coral Islander 28 3 0 0 37 3 6 46 24 0 0.0 24 10

March Pacific Islander 25 3 25 9 18 46 13 0 0.0 13 5

January Pacific Islander 24 2 0 0 20 13 26 48 18 1 2 20 1

April Pacific Islander 26 2 0 0 27 0 29 0 3

February Coral Islander 26 2 0 0 18 4 8 28 28 12 24 52 4

April Coral Islander 27 3 0 0 20 2 4 27 25 0 0.0 25 3

Subtotal 15 0 0 147 31 62 0 224

February Pacific Explorer 8 37 2 4 2 43 0 10

June Pacific Voyager 9 1 39 8 16 56 137 13.0 150 10

April Pacific Voyager 8 31 2 4 35 149 7.0 156

May Pacific Explorer 9 1 45 1 2 48

January Pacific Voyager 7 18 1 2 20 80 80 13

Subtotal 2 0 0 170 14 28 2 202

February Mahina Bank 207 3 13 5 10 3 29 0 1

January Gazelle Bank 206 2 5 0 7 0

May Gazelle Bank 211 2 10 1 2 4 18 0

Subtatal 7 28 6 12 7 54

February Caledonie Express 43 7 2 4 11 97 16 4.0 117

TOTAL 126 16 32 8 1,674 171 342 75 2,257 859 41 87.0 959 53 60

Trans
shipm
ent

No. of Containers Loaded

Total
(TEU)

ExportEmpty ContainersMonth Name of Vessel
Voyage
No.

No. of Containers Discharge

LCL FCL Total
(TEU)
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表－2 船別バラ荷、LCL 貨物重量(2007 年) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 取扱い港湾貨物の現状 
a) 取扱貨物の輸入先 

 
 
 

 
ポートビラ港における 2006年の入港実績から判断すれば、本港に寄港する船舶のうち、定
期あるいは準定期のコンテナ船やセミコンテナ船はほぼ限定されている。国別（航路別）に

見ればオーストラリア、ニュージーランド、日本、ニューカレドニア、インドネシア・シン

ガポールからの輸入貨物に大別され、その入港回数は船名別に表-3に示すとおりである。な
お、この表では同一航路を経由した貨物船は同じカテゴリとして取り扱っている。 

ton FT nos. ton nos. FT nos. ton ton FT

January Kiribati Chief 90 16 244.3 1 10.3 17 254.6 0.0

March Kiribati Chief 91 17 260.1 1 9.3 18 269.4 0.0

March Kiribati Chief 92 9 135.9 3 147.4 15 135.9 147.4

April Kiribati Chief 93 16.4 12 120.6 12 137.0 0.0

May Kiribati Chief 93S No Discharge 0 0.0

June Kiribati Chief 94 15.2 7 93.7 2 28.6 9 109.0 28.6

Subtotal 31.6 0 61 854.6 5 175.952 2 19.6 71 905.7 176.0

January Southern Moana 135 62.2 71.5 6 137.8 1 51.2 1 12.7 9 212.7 122.7

February Southern Moana 136 87.8 55.6 6 167.5 2 49.0 1 9.6 11 264.9 104.7

March Southern Moana 137 213.0 153.1 10 210.0 2 98.7 14 423.1 251.8

April Southern Moana 138 82.6 135.8 5 130.5 3 137.0 1 5.4 12 218.6 272.8

April Southern Moana 139 333.9 170.5 5 100.4 4 198.7 1 4.5 14 438.8 369.3

May Southern Moana 140 1 6.1 1 49.5 3 6.1 49.5

May Southern Tiare 47 753.5 767.4 6 43.6 6 797.1 767.4

Subtotal 1533.0 1,353.9 39 796.0 13 584.171 4 32.2 69 2,361.2 1,938.1

January Sofina Magellan 106 1.8 0 1.8 0.0

February Sofina Magellan 107 0 0.0 0.0

April Sofina Magellan 108 126.5 1 10.5 0 137.0 0

April Sofina Magellan 109 100.2 1 13.4 0 113.6 0

June Sofina Magellan 110 315.1 0 315.1 0

Subtotal 543.5 0.0 2 23.9 0 0 0 0 0 567.4

January Pacific Islander 24 14.3 2 30.6 2 44.9 0.0

February Coral Islander 26 104.3 2 32.6 2 136.9 0.0

March Pacific Islander 25 20.9 3 63.4 3 84.3 0.0

April Coral Islander 27 45.7 3 54.9 3 100.6 0.0

April Pacific Islander 26 2 34.4 2 34.4 0.0

June Coral Islander 28 12.1 3 58.5 3 70.6 0.0

Subtotal 197.4 0.0 15 274.4 0 0 0 0 15 471.8

January Pacific Voyager 7 863.6 0 863.6 0.0

February Pacific Explorer 8 854.5 0 854.5 0.0

April Pacific Voyager 8 310.0 0 310.0 0.0

May Pacific Explorer 9 576.4 1 6.7 6 583.1 0.0

June Pacific Voyager 9 862.0 1 8.7 1 870.7 0.0

Subtotal 3466.5 0.0 2 15.4 0 0 0 0 7 3,481.9 0.0

January Gazelle Bank 206 43.3 2 16.8 2 60.2 0.0

February Mahina Bank 207 161.0 3 30.1 3 191.1 0.0

May Gazelle Bank 211 34.1 2 22.7 2 56.8 0.0

Subtotal 238.4 0.0 7 69.6 0 0 0 0 7 308.0 0.0

TOTAL 6,010.4 1,353.9 126.0 2,033.9 18.0 760.1 6.0 51.7 169.0 8,096.1 2,114.1

TotalBulk
Month Name of Vessel

Voyage
No.

LCL

20 feet 40 feet reefer

TEU

Sub total
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表－3 貨物船の入港回数(2006年) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(1) 船舶別輸入コンテナ数の現状 

上表に記載した貨物船の内、Kiribati Chief、Southern Moana、Pacific Islander等はほぼ
1月に 1回の頻度で入港した定期船であり、その他は 1月～2ヶ月未満の準定期船である。 
このようにポートビラ港に入港する貨物船は定期的あるいは準定期的に一定の寄港地を経

由して運航されており、不定期貨物の入港は極めてまれである。輸入貨物量についてはそれ

ぞれの航路で運行されている貨物船でその数量において特徴的な傾向を示していることから、

それぞれの平均の輸入コンテナ数量について現状を記載するものとする。 
バヌアツ国の輸入貨物の実態が示すように、輸入貨物の 40％弱はオーストラリアに依存し
ており、貨物船別の輸入コンテナ数においてもオーストラリア航路の Kiribati Chiefが 1入
港時の平均 174TEUと他の貨物船のコンテナ数を大きく上回っている。その他の船舶（航路）
別平均輸入コンテナ数(TEU)は下表に示すように、Southern Moana、 Sofrana Magellan、
Pacific Islander他、Pacific Explorer他、Gazalle Bank他がそれぞれ 91、44、38、37、18
である。 

 
表－4 入港船舶別平均輸入コンテナ数(2007年上期) 

 
 
 
 
 
 
 

 
(2) 船舶別輸入貨物 

輸入貨物の実態に関して、信頼度の高い 2007 年(1 月～6 月)の 6 ヶ月間のデータをもとに
分析する。ただし、このデータについても不定期船の貨物量は一部欠落しているものと思わ

れるが、上述のように定期あるいは準定期船の貨物量が大多数を占めている現状から判断し

船　名 入港回数 寄港地

Kiribati Chief 17 ﾒﾙﾎﾞﾙﾝ、ｼﾄﾞﾆｰ、Vila、ﾀﾗﾜ、ﾏｼﾞｭﾛ

Southern Moana　 14 ｵｰｸﾗﾝﾄﾞ、ﾇﾒｱ、Vila、ｽﾊﾞ、ﾌﾅﾌﾁ

Pacific Islander, Pacific IslanderⅡ　＆

Coaral Islander, Coral IslanderⅡ

Sofrana Magellan　&

Sofrana Kermadec

Gazelle Bank等 8
ｵｰｸﾗﾝﾄﾞ、ﾇﾒｱ、Vila、Santo、ﾎﾆｱﾗ、ﾗﾊﾞｳ
ﾙ、ﾒﾀﾞﾝ

Pacific Explorer & Pacific Voyager他 7 ｼﾞｬｶﾙﾀ、ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ、Vi;a、Santo

10

12
釜山、神戸、横浜、ﾏｼﾞｭﾛ、ﾀﾗﾜ、Vila、ｽﾊﾞ、
ﾊﾟﾍﾟｰﾃ、ﾇｸｱﾛﾌｧ、Santo、ﾉﾛ

ﾒﾙﾎﾞﾙﾝ、ｼﾄﾞﾆｰ、ﾎﾟｰﾄﾓﾚｽﾋﾞｰ、ﾗﾊﾞｳﾙ、ﾎﾆ
ｱﾗ、Vila、ﾌﾞﾘｽﾍﾞﾝ

船名 入港サイクル(日数） 平均コンテナ数(TEU) 主寄港地

Kiribati Chief 33～36 174 ﾒﾙﾎﾞﾙﾝ、ｼﾄﾞﾆｰ、Vila、ﾀﾗﾜ、ﾏｼﾞｭﾛ

Southern Moana 24～25 91 ｵｰｸﾗﾝﾄﾞ、ﾇﾒｱ、Vila、ｽﾊﾞ、ﾌﾅﾌﾁ

Sofrana Magellan：準定期 15～52 44
ﾒﾙﾎﾞﾙﾝ、ｼﾄﾞﾆｰ、ﾎﾟｰﾄﾓﾚｽﾋﾞｰ、ﾗﾊﾞｳﾙ、ﾎﾆｱ
ﾗ、Vila、ﾌﾞﾘｽﾍﾞﾝ

Pacific IslanderⅡ　＆ 26～31 38

Coral IslanderⅡ

Pacific Explorer (Voyagerその他)：準定期 43～54 37 ｼﾞｬｶﾙﾀ、ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ、Vila、 Santo

Gazelle Bank等：準定期 13～49 18
ｵｰｸﾗﾝﾄﾞ、ﾇﾒｱ、Vila、Santo、ﾎﾆｱﾗ、ﾗﾊﾞｳ
ﾙ、ﾒﾀﾞﾝ

釜山、神戸、横浜、ﾏｼﾞｭﾛ、ﾀﾗﾜ、Vila、ｽﾊﾞ、ﾊﾟ
ﾍﾟｰﾃ、ﾇｸｱﾛﾌｧ、Santo、ﾉﾛ
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て、現状の貨物動向から大きな乖離はないものと判断した。 
 

♦ コンテナ化率 
上記取扱い貨物全数に対するコンテナ化率は 79％である。本港への入港貨物船に関する
コンテナ化率の特徴は以下のように要約できる。この表においても、貨物量とコンテナ数

が明確になっている船舶についてのみ記載した。 
 
 
 
 
 
－ Kiribati Chiefのコンテナ化率は 99％ 
－ その他の船舶は貨物内容によりコンテナ化率は変化し、50%～85%である。 
－ FCLの場合、TEU当り平均重量は約 15ｔである。 
－ 20ftコンテナは全輸入コンテナ数の 91%、40ftコンテナは 9%である。 

♦ FCLの比率と LCL重量 
FCLと LCL数の比率は 2007年の 6ヶ月間においてそれぞれ 2,300TEU、177 TEUで
あり、FCLはコンテナ数全体の約 93%である。また、LCLは当該期間では 2500ｔ弱で、
個人所有物など数トン程度小口の品目が大半である。 

♦ ばら荷貨物 
ばら荷貨物の主な品目は近年の建設産業の活況を反映して、セメントや鉄筋などの建設

資材である。とりわけセメント袋は 2 ﾄﾝ毎に梱包されて 800 ﾄﾝ単位で大量に輸入される機
会が 2006年に 3回、2007年の現地調査時点でも既に 3回確認されている。2007年の現
地調査時点では、セメントの総輸入量は約 4,700t で、同時期のバラ荷貨物において重量
ﾄﾝベースでは 78%をセメントが占めている状況となっている。 

 
(3) 輸出貨物 

♦ 空コンテナ 
空コンテナの輸出取扱い数は 2007年の上期 6ヶ月間で 1,479TEUであり、輸入コンテ
ナ数 2,477TEUの約 60%。に相当する。また、港湾荷役会社 IFIRAから提供された資料
によれば、2006年 1年間の輸入コンテナ数 4,077個、輸出空コンテナ 2,534個であり、
2007 年の 40ft コンテナ比率から TEU 換算すれば前者は 4,855TEU、後者は 2,787TEU
である。この数量をもとにすれば輸出される空コンテナ数の割合の輸入コンテナ数に占め

る割合は 57%となる。 
空コンテナ比率に関する 2つのデータに大きな乖離が無いことから、輸出からコンテナ
が輸入コンテナに占める割合はそれらの平均値である 59%と判断する。 
後述するように、この事実をもとに貨物船の入港時に積込まれる空コンテナを推計する
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ものとする。 

♦ 輸出貨物 
前述したように、ポートビラ港では取扱い貨物は 2005 年の統計によれば金額ベースで

83%が輸入、17%が輸出である。また、2007年の収集資料によれば 2007年の調査時点ま
でにトランシップされたコンテナ数は 60個で、総輸入コンテナ数の 3%程度であった。 

2006年における IFIRAの取扱いコンテナ記録では、輸出が 84個、トランシップが 102
個で、総輸入コンテナ数 4,077個との比率は概ね 2%である。 

♦ 船別にみれば 2007年 1月の Coral Islanderのように、輸入コンテナ 46TEUに対して輸
出コンテナ 10 個と高い比率を示すものもあるが、輸出実入りコンテナ、トランシップコ
ンテナともに入港した全ての貨物船に積込まれるものではないことが明らかであるため、

IFIRAの実績を参考に輸出、トランシップのコンテナ数は輸入コンテナ数の 2%に相当す
るものと考える。 

 
２．荷役作業ヤード計画 

ポートビラ港では荷役作業ヤードが整備されていないため、港湾貨物の荷役効率が非常に悪

く、その結果入港船舶の係留時間が長くなり、国際的なポートサービスの水準から極めて遠

い位置にある。本計画ではこのような港湾貨物の荷役効率の改善を目的として、メインワー

フ背後地に荷役作業ヤードを整備するものである。 
本計画における荷役作業ヤードは、このような現状の隘路を打開する目的で整備されるもの

で、現状の貨物量に対応した施設規模を計画する。 
 

(1) 計画取扱いコンテナ数 

本港で取り扱われるコンテナ貨物は輸入コンテナ、輸出される空コンテナ、輸出実入りコン

テナ、トランシップのコンテナから構成されている。本節ではそれぞれの取扱いコンテナ数

から荷役作業ヤードに蔵置される計画コンテナ数を検討し、荷役作業ヤードの計画規模を検

討する。 

1) 輸入コンテナの動向 
前節の表－4に示すように、本港では輸入貨物は特定の貨物船（コンテナ船、セミコンテ

ナ船）に依存しており、輸入コンテナの荷捌き、蔵置に必要な荷役作業ヤード面積はこれら

の船舶が陸揚するコンテナ数と各船舶の入港頻度が大きな要素として考えられる。各船舶の

平均輸入コンテナ数を以下に示す。 
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表－5 入港船舶の平均陸揚げコンテナ数 

 
 
 
 
 
 
 
 
また、陸揚げコンテナ数の多い Kiribati Chief、Southern Moana、Sofrana Magellan

の入港日が、現在通関に要する日数といわれる 5日間に集中した頻度を検証した結果、2006
年は 4回、2007年の上期で 2回、輸入コンテナ数の多い上位 2船舶が同日数間に入港した
頻度は 2006 年、2007 年ではそれぞれ 7 回、5 回であることが確認された。さらに連日入
港したケースも数度散見された。その結果を以下の表に示す。 

表－6 入港貨物船(コンテナ船等)の集中頻度 

 入港貨物船の組合せ 2006年 2007 年(Jan – Jun) 

ケース 1 
 

Kiribati Chief + Southern Moana と
Sofrana Magellan 等の合計 3隻   

4回 
 

  2回 
 

ケース 2 
 

Kiribati Chief + Southern Moana の
2隻 

7回   5回  

 
表－6 に示すように輸入コンテナ数の上位 3 船舶が 5 日間内に集中して入港したケース

の頻度は決して低いものではなく、また、上位 2 船舶の集中したケースを合算すると 2 ヶ
月に 1回以上の頻度となると考えられる。 
本港においては入港する貨物船の殆どが定期あるいは準定期船であり、輸入貨物は表－1

から推定されるように、各定期航路船舶からのコンテナ貨物が本港における輸入コンテナの

大半を占めており、さらに輸出貨物は空コンテナ以外の貨物が極めて少量である。これらを

総合的に判断すれば、本計画の荷役作業ヤードで取り扱うコンテナは主として表－6に記し
た船舶からの輸入コンテナと輸出空コンテナであり、さらに少量ながら輸出用の実入りコン

テナが加わるという状況である。 

2) 蔵置コンテナ数の算定 
現状の取扱規模を基本としてその荷役作業ヤードの蔵置コンテナ数を計画する場合は、

通常、年間取扱コンテナ数、コンテナのヤード内の滞留日数、年間稼動日数を基にピーク率

を勘案して算定するが、本港のように比較的少数の定期航路の船舶が大多数の貨物量を扱う

港湾の場合は、各船舶の入港パターンから判断して、平均輸入 TEU数に対し概ね最大とな
る TEU数を基に蔵置個数を算定する方が、より現実の貨物取扱い状況を反映していると考
えられる。したがって、本計画においては後者の方法により荷役作業ヤードの蔵置数を算定

する。 

船名 入港サイクル(日数） 平均コンテナ数(TEU)

Kiribati Chief 33～36 174

Southern Moana 24～25 91

Sofrana Magellan：準定期 15～52 44

Pacific IslanderⅡ　＆ 26～31 38

Coral IslanderⅡ

Pacific Explorer (Voyagerその他)：準定期 43～54 37

Gazelle Bank等：準定期 13～49 18
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定期的な貨物船の入港パターンとしては、上記の 2～3船が 1～2日間隔で入港する場合
が数度確認されていることから、このような入港パターンを念頭に荷役作業ヤード内の蔵置

コンテナ数を推計する。荷役作業ヤード内の TEU数が最大となる状況を求めるため、各船
の入港順に関する数種類のパターンを検討した。その結果の中で荷役作業ヤード内の TEU
数が最大となったケースを表－7に示す。このような入港パターンは、船舶の入港記録から
2006年～2007年にかけて数度確認されている。この表では各船からの輸入コンテナは表－
5の平均 TEUとし、輸入コンテナの日当たりの通関個数を概ね 25 TEUと想定した。最初
の入港船舶のコンテナの通関が終了次第、次のコンテナの通関に着手するものとした。さら

に輸出空コンテナ、輸出実入コンテナの数量は上述の輸入コンテナ数に対する比率の想定か

ら、以下のように設定した。 
＊ 輸出空コンテナ：輸入コンテナ数量の 59% 
＊ 輸出実入コンテナ、トランシップコンテナ：輸入コンテナ数量の 2% 

 
表－7 荷役作業ヤード内のＴＥＵ数が最大となる定期船の入港パターン 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
上表において、Southern Moana、Kiribati Chief, Sofrana Magellanが順次日を置かず

入港する場合、Kiribati Chiefが入港した当日で荷役作業ヤード内のコンテナ数が 350 TEU
で最大値となるものと推計される。 
以上から、本計画における荷役作業ヤードはその蔵置数を 350 TEUとして計画する。 

 
(2) 荷役作業ヤードの所要面積 

荷役作業ヤードとして計画されている土地は既設桟橋背後の港湾区域内の陸上部 10,500m2

で、バラ荷貨物倉庫、管理棟等の面積を除外すればコンテナの蔵置ヤードとして利用可能な

有効面積は約 9,000 m2のみである。ヤード内のフォークリフトの作業空間として 20ft コン
テナは 12ｍ幅、40ft コンテナは 14ｍ幅を考慮して蔵置スロットを配置する。荷役作業ヤー
ド面積を計画するには後述するバラ荷貨物倉庫の計画との調整が必要であるが、本港では輸

入コンテナを 100％効率的に受け入れることが求められるため、荷役作業ヤードの所要面積
確保を優先した計画とする。 
この方針に基づいて、荷役作業ヤードとして最大の蔵置スロット数を確保できるような幾つ

かの配置案を検討した結果、本計画のバラ荷貨物倉庫は既設バラ荷貨物倉庫の一部を利用し

た場合で、その平面スロット数は 96である。 

輸入個数 搬出個数 蔵置個数 輸入個数 搬出個数 蔵置個数 輸入個数 搬出個数 蔵置個数 輸入TEU数 輸出空コン 輸出実入ｺﾝﾃﾅ等 合計

1st 91 91 91 54 4 148
2nd 174 174 25 66 240 103 7 350
3rd 174 25 41 44 44 259 26 2 287
4rth 174 25 16 44 234 0 0 234
5th 174 16 0 44 218 0 0 218
6th 25 149 44 193 0 0 193
7th 25 124 44 168 0 0 168
8th 25 99 44 143 0 0 143
9th 25 74 44 118 0 0 118
10th 25 49 44 93 0 0 93
11th 25 24 44 68 0 0 68
12th 24 0 44 44 0 0 44
13th 25 19 19 0 0 19
14th 19 0 0 0 0 0

Kiribati Chief Southern Moana Sofrana Magellan ｺﾝﾃﾅﾔｰﾄﾞ内ＴＥＵ数
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このヤードで取扱うコンテナは 20ft、40ft、リーファーの 3種類であることを念頭に、ヤー
ドの配置について特に配慮した事項は以下のとおりである。 
＊ 40ft コンテナの蔵置区域はフォークリフトの所要作業空間を確保する必要から、ヤード
の西側と入口に近い東側に配置するものとする。 

＊ 20ftコンテナはヤードの中央部を中心とした区域とする。  
＊ リーファーコンテナの輸入に関する明確な資料が不足しており、2006～2007 年の資料
の一部にはKiribati chiefの陸揚げしたリーファーコンテナ 10あるいは 13 TEUの記録
は確認されている。しかし、荷役作業ヤードとして利用可能な面積が限定されているた

め、本計画では十分なサービスを提供できないものの、需要の一部に対応するため管理

棟に隣接した区域に 6 TEU分の蔵置スロット数を確保し、その数に対応するリーファー
電源を整備する。 

このように平面スロット数を 96とし、有効ヤード面積が極めて狭隘であることを勘案して、
1スロットの積み付け段数を 3段とすれば、全蔵置 TEU数は 288となる。 
前節に述べたように、計画蔵置コンテナ数は 350 TEUであることから、その差 62 TEUに
相当する蔵置ヤードの不足が生じる。 
本計画を港湾区域に限定する場合は蔵置個数を増やす方策はないため、その実際的な対応策

としては以下の 2つの選択肢が考えられる。 
＊ 62 TEU は全て空コンテナとし、既設桟橋・連絡橋間に整備されるコンクリートデッキ
を有効に活用し、陸上ヤードとの境界付近を中心として空コンテナを対象船舶が入港す

る前日に蔵置する。 
＊ 不足場所の一部は上記の方法を利用しつつ、現在のコンテナの保管と同様に、港湾区域

外の他の土地を利用した保管場所も確保する。これは荷役作業ヤードの蔵置容量を超え

るコンテナが輸入される場合、その対応策として考慮しておく必要がある。 
本計画ではこのような対応策を念頭に、288 TEUを蔵置する荷役作業ヤードを計画する。 

 
３．バラ荷貨物倉庫 

(1) バラ荷貨物倉庫の位置 

港湾区域内に整備される荷役作業ヤードおよびバラ荷貨物倉庫は、限定された面積内で適切

に配置されなければならない。既設バラ荷貨物倉庫が桟橋に近接して配置されているため、

荷役作業ヤードが整備された場合のヤード内の貨物の動線を考慮して、既存バラ荷貨物倉庫

は撤去する方針が確認されている。 
一方、計画する荷役作業ヤードは十分にコンテナ蔵置面積を確保することが困難であること

から、コンテナの最大蔵置面積を確保するため、計画するバラ荷貨物倉庫の位置については

幾つかの選択肢について、以下の条件を考慮して検討する必要がある。 
＊ 最大のコンテナ蔵置面積を確保できる位置を選定する。 
＊ 陸揚げ後のバラ荷貨物倉庫までのバラ荷や LCLの動線を考慮する。 
＊ ヤード内と外部との運搬車両の動線を考慮する。 
＊ 将来検討されると思われる既設桟橋の延長に対しても不都合な動線とならない位置を選

定する。 
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＊ 建設費を抑制する。 
バラ荷貨物倉庫の位置について上記の条件を考慮して、下図に示すような 2 つの選択肢に
絞込み比較検討した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

20ftコンテナ
冷凍コンテナ(20ft)

凡　　　　例
40ftコンテナ

上屋
管理
事務所

コンクリートデッキ

コンテナヤード

20ftコンテナ
冷凍コンテナ(20ft)

凡　　　　例
40ftコンテナ

上屋

管理
事務所

コンクリートデッキ

コンテナヤード
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2つの選択肢の特徴は以下の表に整理される。 
 

表－8 バラ荷貨物倉庫位置に関する比較検討 

 Op.１ Op.2 
配置の特徴 既設バラ荷貨物倉庫の一部を再利

用する。 
ヤード西端に新規のバラ荷貨物倉

庫を建設 
荷役作業ヤード面

積 
(ヤードの利便性) 

＊ Op2に比して広い面積を確保で
きる。 

＊ 40ftコンテナの蔵置スロット数
として少なくとも 36TEU分確
保できる。 

＊バラ荷貨物倉庫の周辺にコンテ

ナ荷役作業ヤードとして利用でき

ない土地が残る。 
＊40ftコンテナの蔵置スロット数
は 12 TEU分しか確保できない。 

貨物の動線 
 

桟橋、ヤード間のアクセスが一部

制約される。 
桟橋、ヤード間のアクセスは十分確

保される。 
将来計画への対応 
(計画への柔軟性) 

＊延長桟橋とヤード間の動線を大

きく阻害しないが、40ft コンテ
ナの蔵置スロット数は 4TEU 分
減少する。 

延長桟橋とヤード間の動線が一部

不自由となる。 

建設費 Op2に比して廉価 Op1よりコスト高  
総合評価 ○ △ 

 
以上の検討の結果では、荷役作業ヤードの利便性を同時に考慮して Op.1の優位性が確認さ
れるため、本計画におけるバラ荷貨物倉庫は既設バラ荷貨物倉庫の一部（特に鉄骨）を再利

用して建設するものとした。 
 
(2) バラ荷貨物倉庫を利用する貨物 

ポートビラ港においてはバラ荷貨物倉庫を通過するバラ荷貨物や LCLについて、極めて特
徴的な貨物動向として、800tonのセメント（2ton/pck ×400 pcks）がバラ荷として輸入され
ている。前述したように 800ton単位のセメント輸入が 2007年の 6ヶ月間に 3回行われてお
り、米国の経済協力（Millennium Challenge）による建設分野の好景気が今後継続すること
を考慮すれば、セメントや鉄筋等の建設資材の輸入量は同水準あるいはやや上昇傾向を示す

ものと予想される。このような建設資材がバラ荷として輸入されている状況を特に考慮して

バラ荷貨物倉庫面積を計画する。 
一方、全計画地面積が 9,000 ㎡程度と決して広くはないため、計画地の利用面においては
輸出入コンテナの蔵置場所の確保が優先されるべきであり、バラ荷貨物倉庫面積はその制約

の中で検討されるものと考える。 
バラ荷貨物倉庫はバラ荷や LCL貨物が一時保管として必要面積を計画すべきであるが、こ
れら貨物を十分に保管できる面積は確保できない状況にあるため、バラ荷貨物倉庫面積はバ

ラ荷であること、降雨を避けなければならない貨物を一時保管することを最優先に計画する

ものとする。 
このような状況から、本計画におけるバラ荷貨物倉庫はセメントと鉄筋の一時保管を優先し

たものとする。 
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3) 保管するバラ荷の所要面積 

a) セメント 
セメントは 800ton単位で輸入されており、その所要床面積を算定する。   
算定条件 
① セメント袋： 2ton/pck × 400pcks = 800ton 
② 1パックの底面積：2m × 1.5m = 3m2 
③ 積み付け高さ：2段（1ロット：4ton）  
④ ロット数：800ton ÷ 4ton = 200ロット 

 
以上から、800tonのセメント袋を保管するために必要な面積は 
  3 m2 × 200 ﾛｯﾄ = 600 m2 

b)  鉄筋  
鉄筋の輸入実績では１船舶で 150ton、170tonがそれぞれ 4回確認されており、本計
画では 170tonの実績をもとに所要面積を算定する。 
算定条件 
① 1 ﾊﾞﾝﾄﾞﾙ（長さ 12m)： 2ton 
② 1 ﾊﾞﾝﾄﾞﾙの所要面積：6.24 m2 
③ 積み付け高さ：3段(枕木使用) 

 
以上から鉄筋の保管床面積は 
 6.24 m2/ﾊﾞﾝﾄﾞﾙ × （170ton ÷ 2ton/ﾊﾞﾝﾄﾞﾙ）÷ 3段 = 176.8 m2 

 
(3) 計画バラ荷貨物倉庫床面積 

上記 2品目の一時保管用の床面積は合計で約 777 m2となる。加えて、バラ荷貨物倉庫内で

は保管貨物の移動のためフォークリフトの作業通路を確保する必要がある。その場合、セメ

ントや鉄筋等の比較的大量の貨物は、本調査の中ではそれぞれの荷受人が単一会社であった

ことを考慮し、バラ荷貨物倉庫内のフォークリフトの作業通路としては最小限の面積を確保

するものとして、幅 3mの通路を縦横方向に各 1列配置するとその通路面積は約 210 m2が必

要である。計画するバラ荷貨物倉庫は既設バラ荷貨物倉庫の一部を再利用するため、鉄骨構

造のスパンを考慮して利用可能な床面積は 1,045 m2 (= 19ｍ×55ｍ)として検討する。 
前項からバラ荷保管面積は 600 m2 ＋ 177 m2 = 777 m2であり、フォークリフト作

業通路は下図に示すように 210 m2を加算して、所要バラ荷貨物倉庫面積は概ね 777 m2 + 
210 m2 = 987 m2 となる。本計画のバラ荷貨物倉庫は既設バラ荷貨物倉庫の構造を利用

したものとすることから、所要バラ荷保管面積と利用可能なバラ荷貨物倉庫床面積 1,045 m2

との差 58 m2は小口貨物に対する床面積及び IFIRA等の事務所とする。 
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バラ荷貨物倉庫所要面積算定の概要 

54m

3m

3m 19m

フォークリフト 作業用通路
210㎡

バラ荷用面積　777㎡
 +

小口貨物用面積 39㎡

55m 
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資料－７．２ 建築物付帯施設の設計詳細 
１．地耐力 

本プロジェクトにおいて、地上 2 ヶ所でボーリング調査を行った。１ヶ所は、既存バラ荷
貨物倉庫の南西側、もう１ヶ所は既存管理棟と既存バラ荷貨物倉庫の中間で、岸壁に近い場

所である。既存管理棟近くのボーリングデータによると、地盤面では、Ｎ値 14であり、地盤
面－4.0ｍの位置でＮ値 50 を得ている。他方、バラ荷貨物倉庫南西側のポイントでは、Ｎ値
50は地盤面－14ｍとかなり深い地点まで、支持地盤が出てこない。これらの結果及び既存バ
ラ荷貨物倉庫の図面からも地層の高低差がある事は明確である。既存管理棟直近のポイント

から新規管理棟の最も離れた部分までの距離を考慮し、管理棟の支持地盤面を GL－5.0ｍと
設定する。 
意匠設計・構造設計及び関連事項については以下の基準を準拠する。 
◆ 建築基準法 
◆ 鉄筋コンクリート造管径設計基準  （社）日本建築学会 
◆ 特殊コンクリート造関係設計基準  （社）日本建築学会 
◆ 鋼構造設計基準          （社）日本建築学会 
◆ 建築基礎設計指針         （社）日本建築学会 
◆ 日本工業規格           （財）日本規格協会 
◆ ＡＳＴＭ 

 
２．付帯設備計画： 

(1) 電気設備 

ポートビラの計画地には、敷地南側にサブステーションがあり、そこから三相幹線を管理棟

１階にある受電室に引き込み、管理棟内部及びバラ荷貨物倉庫と浄化槽に対して電力を切り

回す計画とする。 
施設毎の必要電力量は以下の通り。 
               必要電力量－1 

施設名称 
必要電力量 

単相 三相 
管理棟 1階 16.10 9.30    
管理棟 2階 21.80  
バラ荷貨物倉庫 7.80  2.10    
浄化槽  2.40    
計 45.70 13.80 

三相換算 26.38 13.80 
合  計 40.18 KVA 

 
UNELCOからの聞き取り調査及び現地に於ける状況等より判断して、非常用発電機は不要
と考えられ、ポートビラ港直近のサブステーションには現在 50KVA の電力供給能力が有る
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事から、上述の必要電力量を充分に賄えるものと考える。 
一方、構内外灯及びリーファーコンテナ用電源は算定式によって下表のようになる。 
 
                必要電力量－2 

 
必要電力量 

単相 三相 
外灯 12.20  

ﾘｰﾌｧｰｺﾝﾃﾅ用電源  66.00 
計   

三相換算 7.10 66.00 
合  計 73.10 KVA 

 
よって、75KVAの変電設備が必要となる。現状サブステーション隣接地に改めてサブステ
ーションを設ける計画とする。 

 
以下に管理棟及びバラ荷貨物倉庫の各室の照度設定数値と、コンセント・弱電設備の有無・

空調設備機器の有無を示す。 
 
              各室の照度設定及び設備機器 

 階 要員及び室名 照度 ｺﾝｾﾝﾄ 電話 LAN 空調・換気

管

理

棟 

1 

Manager Border Custom 500 ○ ○ ○ A/C 
Principal Compliance Officer 500 ○ ○ ○ A/C 
Senior Compliance Officer 

500 ○ ○ ○ A/C Examine Border Officer 
Examine Officer 
Immigration Office 500 ○ ○  A/C 
Library & Store 150 ○   Vent 
Storage for Dangerous Materials 200 ○   Vent 
Small Kitchen 150 ○   Vent 
Conference Room 400 ○ ○  A/C 
Toilet 100    Vent 
Entrance Hall 200     
Corridor 150     
Electric Receiving Room 150     

2 

Director  ○ ○ ○ A/C 
Clerical Support Officer  ○ ○ ○ A/C 
Harbor Master  ○ ○ ○ A/C 
Assistant Harbor Master  ○ ○ ○ A/C 
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Manager Operation  ○ ○ ○ A/C 
Senior Finance Officer  ○ ○ ○ A/C 
Finance Officer  ○ ○ ○ A/C 
Captain & Boson  ○ ○  A/C 
Conference Room  ○ ○  A/C 
Small Kitchen  ○   Vent 
Library  ○   Vent 
Storage      
Toilet     Vent 

バ

ラ

荷

貨

物

倉

庫 

1 

Storage Space     Vent 
Custom Office      
IFIRA Office      
Toilet     Vent 

 
(2) 給排水設備 

1) 給水 
UNELCOによれば、計画地には水圧 7～10barの本管 150φが通っており、桟橋の消火栓
用として設備されており、通常の給水用としての給水容量は充分であると考えられる。水圧

の軽減及び緊急時の給水を考えて、本管から分岐された既存の 25φの管を利用してバラ荷貨
物倉庫内部に受水槽を設置し目的の建物に給水する事とする。管理棟への給水についてはバ

ラ荷貨物倉庫・管理棟間は地下埋設とし、管理棟 1 階部分は地下からの管の立ち上げによっ
て給水、2階へは PS内部を通った管をスラブ下で横引きして給水する。給水箇所は以下の通
りである。 

 
建築物 階 給水箇所 大便器 小便器 手洗器 流し用 水栓数

管理棟 

１階

税関職員用男子便所 1 2 2  5 
税関職員用女子便所 1  1  2 
給湯室    1 1 

2階 
港湾局職員用男子便所 1 2 2  5 
港湾局職員用女子便所 1  1  2 
給湯室    1 1 

バラ荷貨物

倉庫 
１階

屋外用男子便所 2 2 2  6 
屋外用女子便所 2  2  4 

   
管理棟常駐者約 30人による上水の使用量は 30×100L＝3,000L/日 
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バラ荷貨物倉庫便所は大便器 4台、小便器 2台、手洗器 4台の各 1台を利用した時の水量
を 4×10L＋2×6L＋4×2L＝60L とし、各機器 30 回使用する計算で 30×60L＝1,800L/日
を算出する。 
合計として 4,800L/日を確保する受水槽として実容量を 8割とし、 
4.8 m3／0.8＝6.0 m3 より 6.0 m3の受水槽を設置する。 

 
2) 排水 

本プロジェクトにおける排水は大きく分けて 3 種類となる。第 1 に雨水に代表されるほと
んど汚れのない水、第 2は雑排水で、給湯室等から排出される水、第 3は汚水で、便所から
排出される人工的に処理を施すべき排水の 3種類である。第 1については樋などによって集
水した上で海へ放出する事が可能である。第 3 の汚水は計画敷地が海岸の直近である事から
前述の様に単純な溜め桝式の処理では海水を汚す恐れが有るために、曝気式の浄化槽を計画

すべきであり、処理能力については使用人数を元に算出する事となる。第 2 に挙げた生活排
水である雑排水としては計画建築物の中において、一般的な料理が行われる可能性は充分に

低いと思慮されるため、汚水と合流させた後、浄化槽によって処理した上で海へと放流する。 
 
① 浄化槽能力算定： 

ここで、浄化槽の処理能力について、排水に含まれる汚れを浄化槽処理対象人員算定基準

運用指針（旧建設省監修）に従って計算をすると、以下の様になる。 
流入濃度 ： BOD  216mg／L 
１日平均の水量： 15.0 m3／日 
処理後放流濃度： BOD  20mg／L 

この設計条件を得る為の根拠は以下の通り 
 

a) 人員算定：  
i) 管理棟  

n = 0.06 A     （ A = 延べ面積：560 m2 ）    ※厨房なし 
     n = 0.06 × 560 = 34人       …① 
ii) バラ荷貨物倉庫内便所   

n = 16 C    （ C = 総便器数：6台 ） 
公衆便所の算定基準に比較して利用時間が約半分と考えられる為に 
係数 16を 1／2として計算する。 
n = 16 ÷ 2 × 6 = 48人      …② 

① ＋② ＝ 82人 
     

b)  汚水量算定： 
i) 管理棟  

          34人× 200L = 6,800L          …③ 
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ii) バラ荷貨物倉庫内便所 
     上記と同様、利用時間を半分と考え、2,400Ｌｘ1／2＝１,200Ｌとし、 
     1,200L／個 × 6個 = 7,200L   …④ 
③＋④ ≒ 15,000L = 15.0 m3／日 

     
1） 流入濃度算定： 

     i) 管理棟   
          6,800L × 200mg／L = 1.36kg   …⑤ 
     ii) バラ荷貨物倉庫内便所 
                    7,200L × 260mg／L = 1.872kg  …⑥ 
              ⑤＋⑥ = 3.232kg 
           3.232kg ÷ 15.0 m3 × 1,000 = 216mg／L 



資-48 

資料－７．３ 機材性能の検討 
(1) タグボート 

タグボートは大型船の出入港作業等支援に迅速に対応できる運動性能と転舵・旋回等での

操船時の安全性能に留意し、タグ作業に必要な装備並びに捜索・救難、防災機能を装備する

配置とすることを基本に、我が国港湾に配備されている実績ある類似船型のタグボートを基

に基本設計を行う。 
   

 要請タグボート 我が国港湾配備標準タグボート 
全長        Loa 約 31.8 m 約 31 – 34 m 
幅         Bmld 約  8,8 m 約 8.6- 9.2 m 
深さ        Dmld 約  3.8 m 約 3.5- 3.9 m 
喫水        ｄmld 約  2.9 m 約 2.6- 2.8 m 
試運転速力  Knots 約 14ノット 約 12-14 ノット(試運転最大) 
主機関馬力  PS 約 1,550馬力 x 2機 約 1,500－1,700馬力ｘ2機 
曳航力    Ton 約 42 トン 約 40 – 43 トン 
その他 捜索・救難 他船消防装置、海面油処理装置 

捜索・救難 
 

1) 運航システムの検討 
従来のタグボート操船は入口灯浮標(168０1717’ ,17０44’8)より狭隘・屈曲航路での座礁等防
止のために、入港船舶の船尾後方でのエスコート操船を実施していた。タグボート船首に

ウインチを装備していなかったため、タグラインを取れず緊急時の支援は実質押し作業の

みであった。 
また、着桟操船時、桟橋での船首での押し作業は出来たが、曳き作業は船尾フック使用の

ため、タグボートを回頭し、タグラインを取ってからの船尾曳き作業を強いられ、緊急時

の迅速な押し・曳きの対応が出来ず、船舶のスムーズな着桟支援が困難であった。 
計画タグボートは入口灯浮標位置より入港船舶の船尾よりタグボート船首ウインチへタ

グラインを取り、後進曳き作業及び船首での押し作業によるエスコート操船を行う。桟橋

前面での入港船舶の回頭操船時、押し・曳きの支援作業により回頭半径は船長の 1-1.5倍程
度となり、船舶の安全かつ確実な着桟姿勢を確保する。接岸操船に当たっては桟橋前面よ

り船舶の姿勢制御とともに接岸測度の調整が極めて重要であり、桟橋の設計条件は 15cm/s
としていることより、桟橋と船舶距離が近づくにつれ極力接岸速度を減じ円滑に着岸する

必要がある。風向や潮流を考慮しながら船舶の平行移動位置を計画船の船首での押し、ま

た、船首ウインチでのタグラインでの後進曳き作業で方向並びに接岸速度を調整しながら

安全かつ確実に着桟可能な操船を行うこととする。 
 

2) 曳船支援力の検討 
① 接岸操船に必要な曳船支援力 

現在ポートビラ港に寄港する大型船舶を対象に接岸支援必要曳船支援力を検討した。接

岸操船に当り、係留施設にほぼ平行の姿勢をもって接岸するが、この場合の本船横移動に

必要な曳船支援力（Te）は、Te≧本船横移動抵抗＋風や流れ等の外力に対する抗力とし
た。 
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Te≧1/2 Þw L d Cw90 (U0+Vc)2 + 1/2 Þa Ba Ca90 Va2 

 

Te 曳船支援力（kN)   

Þw ,  Þa 水 （1.025x10³kg/m³）及び空気（1.225kg/m³)の密度 

L 船の長さ   

d 喫水   

Ba 横受風面積   

Cw90 船の横移動抵抗係数 3.5 (浅水影響係数より） 

Ca90 正横風圧抵抗係数 1.00   

U0 船の横移動速度 0.15m/s  

Vc 流速 （正横方向） 0.10m/s  

Va 風速 （正横方向） 10m/s, 15m/s  
曳船所要馬力 kW=6.92kN 常用出力 85％とする  

    
社団法人 日本船長協会「操船参考資料」より 

 
a) 17,000GRTコンテナ＆多目的船 

17,500GRT (全長 161m）コンテナ多目的船 
Loa x B x d : 161m x 25m x 8.4m/6.4m 
「Coral Islander」 

風速 10ｍ/s 風速 15ｍ/s 
満載 半載 満載 半載 

横移動抵抗 (kN) 122 93 122 93
風圧抵抗 (kN) 152 144 343 325
合計抵抗 (kN) 274 237 465 418
曳船所要スラスト(kN) 274 237 465 418
曳船所要馬力  kW 
             (PS) 

1,900
(2,580)

1,640
(2,235)

3,210 
(4,370) 

2,890
(3,930)

 
b) 18,400GRTコンテナ/貨物船 

18,400GRT (全長 185m) コンテナ/貨物船  
Loa x B x d : 184m x 27.5m x 10.14m/7.4m 
「Pacific Voyager」 

風速 10ｍ/s 風速 15ｍ/s 
満載 半載 満載 半載 

横移動抵抗 (kN) 168 123 168 123
風圧抵抗 (kN) 215 191 484 430
合計抵抗 (kN) 383 314 652 553
曳船所要スラスト(kN) 383 314 652 553
曳船所要馬力  kW 
             (PS) 

2,650
(3,600)

2,170
(2,960)

4,510 
(6,140) 

3,830
(5,200)
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c) 30,000GRTタンカー （全長 183m）     MAOHI 
30,000GRT (全長 183m）石油製品運搬船 
Loa x B x d : 183m x 32.2m x 8m 
「MAOHI」 

風速 10ｍ/s 風速 15ｍ/s 
満載無し 半載 満載無し 半載 

横移動抵抗 (kN) 134  134
風圧抵抗 (kN) 194  436
合計抵抗 (kN) 328  569
曳船所要スラスト(kN) 328  569
曳船所要馬力  kW 
             (PS) 

2,265
(3,080)

 3,940
(5,360)

 
d) 48,000GRT クルーズ船 

48,000GRT (全長 240m）クルーズ船 
Loa x B x d : 223m x 27m x 7.6m 
「Pacific Sun」 

風速 10ｍ/s 風速 15ｍ/s 
満載 満載 

横移動抵抗 (kN) 152 152 
風圧抵抗 (kN) 353 794 
合計抵抗 (kN) 505 946 
曳船所要スラスト(kN) 505 946 
曳船所要馬力  kW 
             (PS) 

3,490
(4,750)

6,550 
(8,900) 

 
ポートビラ港に寄港する船種別最大船舶接岸支援力計算結果による必要な曳船の主機関

馬力の合計は次のようになる。 
 
寄航船舶 風速 10m/s 

主機関必要馬力 
kW 
(PS) 

風速 15m/s 
主機関必要馬力 

kW 
(PS) 

17,500GRT (全長 161m）コンテナ多目的船（満載） 1,900
(2,580)

3,210
 (4,370)

17,500GRT (全長 161m) コンテナ多目的船（半載） 1,640
(2,235)

2,890
(3,930)

18,400GRT (全長 185m) コンテナ/貨物船 （満載） 2,650
(3,600)

4,510
(6,140)

18,400GRT (全長 185m) コンテナ/貨物船 （半載） 2,170
(2,960)

3,830
(5,200)

30,000GRT (全長 183m) タンカー         (半載) 2,265
(3,080)

3,940
(5,360)

48,000GRT (全長 240m) クルーズ船 3,490
(4,750)

6,550
(8,900)

 
バウスラスター装備船に関しては、一般貨物船/コンテナ船においては、水線下船体側面
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積 1m2当り 0.3～0.5kW 程度の出力のバウスラスター装備しており、その発生推力は約
1.5トン/100kW(約 1.0トン/100馬力)である。 

 
寄港船舶 17,500GRT コンテナ多目的船の場合、バウスラスターを装備と仮定すれば、
水線下側面積は 1,268ｍ2ゆえ 380kW（517PS, 推力 5.7トン）～634kW（862PS, 推力.9.5
トン） のバウスラスター装備が想定され、上記にて検討した必要推力総計からバウスラ
スター推力を減ずることができる。 

 
クルーズ船 Pacific Sun の場合、船首スラスター及び船尾スラスター、合計 2,000KW
（2,720PS）を装備しており、風速 10m/s及び 15m/s時の必要支援 馬力は各々1,446kW
（1,966PS）、4,458kW(6,062PS)となる。寄港クルーズ船は全て船首、船尾にスラスター
を装備しており、通常曳船支援は不要であり検討から除外する。 

 
上記結果より作業限界定常風速を 10m/s、曳船主機関馬力を 3,000PS－3,200PSと設定
すると、18,400GRTコンテナ船（満載）は接舷速度の制限が必要となる。 
接岸速度は桟橋の設計条件 15cm/s 以下とし、桟橋と船舶距離が近づくにつれその範囲
において極力接岸速度を減じ円滑に着岸する必要がある。  
接舷速度 0m/s（位置保持可能）と 0.05m/sでの最大風速計算結果は下表となる。接岸時
位置保持可能な接岸速度 0m/s時の最大風速は 10m/s以上であり、接岸速度を 0.05m/s以
下に制限すれば 18,400GRTコンテナ船（満載）も風速 10m/sでの接岸は可能である。又、
3,200PS曳船の場合、変動風速（一般的に突風率は定常風速の約 1.3倍）に近い結果とな
る。 

 
 3,000PS曳船 3,200PS曳船 
寄港船舶 接岸速度

0m/s 
接岸速度

0.05m/s 
接岸速度

0m/s 
接岸速度

0.05m/s 
17,500GRT (全長 161m）コンテナ多目的船（満載） 14.0m/s 12.3m/s 14.5m/s 12.8m/s
17,500GRT (全長 161m) コンテナ多目的船（半載） 14.5m/s 12.9m/s 15.0m/s 13.5m/s
18,400GRT (全長 185m) コンテナ/貨物船 （満載） 11.7m/s 9.5m/s 12.1m/s 10.0m/s
18,400GRT (全長 185m) コンテナ/貨物船 （半載） 12.5m/s 10.6m/s 12.9m/s 11.2m/s
30,000GRT (全長 183m) タンカー         (半載) 12.4m/s 10.5m/s 12.8m/s 11.0m/s

 
② 路制御操船に必要な曳船支援力 

寄港船舶は入口灯標よりポートビラ湾に進入し、イフィラ島とレリキ島間で 180度回頭
し、右舷接岸の場合はイフィラ島岸寄りを、左舷接岸の場合はレリキ島岸寄りでメインワ

ーフへ向けて船速 2ノット以下にて接舷航行を行う。 
東南あるいは北西の風向は船速 2ノット以下での舵効きの悪い条件の中でアプローチ航
行船舶の真横に作用し、船舶の航路制御を困難にしている。ポートビラ港では風速 10m/s
未満での入港。風速 10m/s 及び 15m/s における寄港船舶の航路制御（航路保持）に必要
な曳航（押航）支援力のシミュレーション検証及び結果は以下となる。 
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           <シミュレーション条件>  

    船種：18,400GRTコンテナ・貨物船 

        全長 =185.0ｍ 

                幅 ＝27.6m 

        喫水= 9.0ｍ 

            風圧側面積＝3510m2 

    風条件は、本船正横から 10m/sと 15m/s 

 

 

タグボートは本船中央を風圧と反対方向に押すものとした（推力制御はなし） 
タグボート推力は風速 10m/sでは 15tと 20t、風速 15m/sでは 35tと 40t 
初速 2ノットで 1200m航路航行 
この間、舵効きを得るため風速 10m/sでは 1.5ノット相当のプロペラ回転、風 速

15m/sでは 2.6ノット相当のプロペラ回転を与えた。（最低回転数は無視） 
 

  抽出指標 ：1200m地点での航路からの偏位量、残速、使用最大及び平均舵角量 

風速 10m/s 10m/s 15m/s 15m/s

タグ推力 15t 20t 35t 40t

偏位量 170m 78m 163m 16m

残速 0.2ノット 1.1ノット 0.4ノット 1.2ノット

最大舵角 25度 16度 22度 20度

平均舵角 16度 11度 14度 13度

風 タグ 

1200m航行 

:Alongside at Starboard 

:Alongside at Port 

Ship Speed 5-6 knots 
Ship Speed 5 → 3knots 

Main Wharf 

Ship Speed 

3knots 

Ship Speed 

0~ 2knots 

イフィラ島 

レリキ島 

風
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航跡     

   
作業限界定常風速を 10m/sと設定し、変動風速（突風率 1.3）を考慮して最大風速 13m/s
での航路偏差への対応支援必要曳船推力は約 34 トン（必要主機関馬力は 3,180PS）とな
る。 

  . 
③ 航続距離 

バヌアツ国は南北約 1,200kmにわたる広大な群島国家であり、計画船はポートビラ港で
の寄航船舶への支援を行うが、バヌアツ国島々での災害発生時の支援及び約 1,800km 離
れたオーストラリアへの航行ができるための航続距離を検討する。 

 
  バヌアツ国南北距離  648海里 (1,200km) 
  ポートビラ－ルガンビル距離（タグ支援・修繕ドック）135海里 ( 250km) 
  ポートビラ－オーストラリア距離（修繕ドック） 972海里 (1,800km) 
   

(2) パイロットボート 

最適なパイロットボートの設計のために運航条件、自然条件、実施機関の維持管理能力等

様々な条件を精査する必要があるが、寄航船舶にパイロットを送迎すること、船舶へのパイ

ロットの乗下船及び綱とり業務を安全、迅速かつ確実に実施できる良好な耐波性と操縦性並

びに十分な復原性を有する設計を行う事を基本方針として、次のとおり検討した。 
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 要請パイロットボート 我が国港湾配備標準パイロット

ボート 
全長 Loa 約 12.0m 約 13－17m 
幅  Bmld 約 3.80m 約 
深さ Dmld 約 1.50m 約 
主機関 約 220PS x 2 約 220PS～550PS x 2 
最大船速 約 12ノット 約 18－23ノット 
乗員 3名 3～5名 

 
1）設計検討 

小型船舶の船体構造は FRP製, 鋼製、高張力鋼製あるいはアルミ合金製がある。 
パイロットボートはパイロットの乗下船の為に、荒海上で本船に接舷するため、高い剛

性が求められることと損傷部分の容易な修理を考慮する必要がある。必要船速は 12 ノッ
トで重量軽減策としての高張力鋼、アルミ合金は必要なく、ポートビラ港での修繕施設で

は高張力鋼、アルミ合金の修繕の経験は無い。また、FRPの場合は大きな損傷を受けた時
の補修が出来ないことと廃棄処理が困難で環境への影響があることより、現在所有してい

るパイロットボートと同様な鋼製とする。 
 

材料 重量 剛性 修理の容易性 価格 
FRP 軽 低 容易 

但し、大きな損傷

は修理不可 

中 
型製作が高コストとなる。

鋼 重 高 容易 中 
高張力鋼 重 優 困難 高 
アルミ合金 軽 良 困難 高 
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資料－７．４ 風及び波浪解析の基礎データ 
（１）風 
バヌアツ国の位置する南西太平洋の平均風の分布（気象庁データベースより）を図 A.1 及び表

A.1に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

図 A.1  太平洋南西部の平均風分布（2001年 3月～2004年 2月：気象庁資料） 
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表 A.1 「バ」国の通年の風向・風速頻度表（2001年 3月～2004年 2月：気象庁資料） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）波浪 
 １）沖波諸元 
  (a) 通常時波浪 
南西太平洋の風の平面データ（気象庁資料）から、「1点スペクトル法」を用いて、バヌアツ国

における通常時の波浪を沖波条件（ポートビラの位置するエファテ島の存在は無視している）で

推算した。「1点スペクトル法」は、風波及びうねりの発生・発達・伝搬において波浪の不規則性
を取り入れながら、推算対象地点を 1 点にすることで計算プログラムを簡略化した波浪推算手法
である。このことにより 1 年間以上の長期間に亘る波浪の推算を行うことが可能となり、対象地
点に来襲する波浪の諸元（波高、周期、波向）の時系列が出力されるため、当該海域における通

常時波浪の特性（波浪の頻度表）が得られる。表 A.2 は、この推算手法を用いて、計画地点沖の
波浪を推算し、波浪の頻度表を求めたものである。 
 
  (b) 異常時波浪 
一方、バヌアツ国の周辺海域は、南太平洋上で発生するサイクロンの通過する海域にあり、こ

れによって発生する波浪の影響を受ける。図 A.3は最近 60年間（1945～2003年）に同海域付近
を通過したサイクロンの内、バヌアツ国に高波をもたらしたと考えられるもの（以下の 3 条件を
満たすサイクロン）の経路図である。このように、南太平洋のサイクロンは、南緯 10度付近で発
生し、高緯度帯に移動する。ただし、サイクロンのあるものは SW 方向に、あるものは SE 方向
に進行するというように、その進行経路にはバラツキが多い。これは、日本の位置する北西太平

洋で台風の進行パターンが明確であるのと対照的である。 

YEARLY

Direction
  N    NNE     NE    ENE      E    ESE     SE    SSE      S    SSW     SW    WSW      W    WNW      NW     NNW           Total

U(m/s)

0.0 -   0.1      0       0      0      0      0      0      0      0      0      0      0      0      0      0      0      0      0      0

  0.00   0.00   0.00   0.00   0.00   0.00   0.00   0.00   0.00   0.00   0.00   0.00   0.00   0.00   0.00   0.00   0.00   0.00

   0.1 -   2.5     19      16     20     34     43     36     41     31     22     18     13     11     10     12     10     16      0    352

  0.43   0.36   0.46   0.78   0.98   0.82   0.94   0.71   0.50   0.41   0.30   0.25   0.23   0.27   0.23   0.36   0.00   8.03

   2.5 -   5.0     39      40     62     95    235    226    171     73     62     18     18     17     13     20     24     26      0   1139

  0.89   0.91   1.41   2.17   5.36   5.16   3.90   1.67   1.41   0.41   0.41   0.39   0.30   0.46   0.55   0.59   0.00  25.98

   5.0 -   7.5     10      28     23     67    263    481    369    107     33     14      7      1      3      7     15     19      0   1447

  0.23   0.64   0.52   1.53   6.00  10.97   8.42   2.44   0.75   0.32   0.16   0.02   0.07   0.16   0.34   0.43   0.00  33.01

   7.5 -  10.0      2       5      5     20    114    380    369     79     25      2      4      0      1      2      4      2      0   1014

  0.05   0.11   0.11   0.46   2.60   8.67   8.42   1.80   0.57   0.05   0.09   0.00   0.02   0.05   0.09   0.05   0.00  23.13

  10.0 -  12.5      1       0      3      5     18    127    128     22      5      2      2      1      0      1      3      2      0    320

  0.02   0.00   0.07   0.11   0.41   2.90   2.92   0.50   0.11   0.05   0.05   0.02   0.00   0.02   0.07   0.05   0.00   7.30

  12.5 -  15.0      0       2      1      1      0     46     31      5      0      1      0      0      0      0      3      2      0     92

  0.00   0.05   0.02   0.02   0.00   1.05   0.71   0.11   0.00   0.02   0.00   0.00   0.00   0.00   0.07   0.05   0.00   2.10

  15.0 -  17.5      1       0      0      1      0      8      6      1      0      0      0      0      0      0      0      0      0     17

  0.02   0.00   0.00   0.02   0.00   0.18   0.14   0.02   0.00   0.00   0.00   0.00   0.00   0.00   0.00   0.00   0.00   0.39

  17.5 -  20.0      0       1      0      0      0      1      0      0      0      0      0      0      0      0      0      0      0      2

  0.00   0.02   0.00   0.00   0.00   0.02   0.00   0.00   0.00   0.00   0.00   0.00   0.00   0.00   0.00   0.00   0.00   0.05

  20.0 -  22.5      0       0      0      0      0      0      0      0      0      0      0      0      0      0      0      0      0      0

  0.00   0.00   0.00   0.00   0.00   0.00   0.00   0.00   0.00   0.00   0.00   0.00   0.00   0.00   0.00   0.00   0.00   0.00

  22.5 -  25.0      0       0      0      0      0      0      0      0      0      0      0      0      0      0      0      0      0      0

  0.00   0.00   0.00   0.00   0.00   0.00   0.00   0.00   0.00   0.00   0.00   0.00   0.00   0.00   0.00   0.00   0.00   0.00

  25.0 -  27.5      0       0      0      0      0      0      0      0      0      0      0      0      0      0      0      0      0      0

  0.00   0.00   0.00   0.00   0.00   0.00   0.00   0.00   0.00   0.00   0.00   0.00   0.00   0.00   0.00   0.00   0.00   0.00

  27.5 -  30.0      0       0      0      0      0      0      0      0      0      0      0      0      0      0      1      0      0      1

  0.00   0.00   0.00   0.00   0.00   0.00   0.00   0.00   0.00   0.00   0.00   0.00   0.00   0.00   0.02   0.00   0.00   0.02

  30.0 - 100.0      0       0      0      0      0      0      0      0      0      0      0      0      0      0      0      0      0      0

  0.00   0.00   0.00   0.00   0.00   0.00   0.00   0.00   0.00   0.00   0.00   0.00   0.00   0.00   0.00   0.00   0.00   0.00

 Total         72      92    114    223    673   1305   1115    318    147     55     44     30     27     42     60     67      0   4384

   1.6    2.1    2.6    5.1   15.4   29.8   25.4    7.3    3.4    1.3    1.0    0.7    0.6    1.0    1.4    1.5    0.0  100.0
Upper : Number of contents
Lower : Percentage of occurrence
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ここでは、以下に示す、Ｋtパラメーターを用いて、既往のサイクロンの規模を検討した。これ

によれば、1993年 3月に来襲したサイクロン「ハリケーン番号 9323」が、最も規模の大きなサ
イクロンであり、パラメーターＫt値は、64に達している（第二位は 1992年 3月に来襲したサイ
クロン 9225で、Ｋt値は 44、第三位は、1988年 2月～3月に来襲したサイクロン 8813で、Ｋt

値は 42であった）。 
 
サイクロンの選定条件 
① 計画地点と台風中心の最接近距離が 300km以下である。 
② ハリケーン辺の最大瞬間風速の最大値が 20m/s以上である。 
③ 次式に示すパラメーター（Ｋt）の最大値が 20以上である。 
Ｋt＝U2／D 
ここに、U：各時刻の最大瞬間風速（m/s） 
    D：各時刻のハリケーン中心と計画地点との距離（km）、ただし最低値は 50kmとする。 
 
図 A.3は、第 1位となったサイクロン（9323）について、「1点スペクトル法」を用いてこのサ

イクロンによる波浪を沖波条件で推算したものである。これによれば、期間中の最大波（有義波）

の諸元は、波高 12.7ｍ、周期 13.6ｓ、波向は NE方向である。一方、図 A.4 は、第 3位となっ
たサイクロン（8813）について、同様に波浪を推算した結果を示したものである。期間中の最大
波（有義波）の諸元は、波高 10.7ｍ、周期 12.2ｓ、波向はWSW方向である。対象地点周辺の地
形的条件を考慮すると、対象地点に対しては、この波浪の影響の方が大きくなるものと考えられ

る。 
 
 2）対象地点付近の波浪 
対象地点は、エファテ島のメレ湾内の中にあり、その最東部に湾口部のあるポートビラ湾の最

奥部に位置している。このため、前章で推算した沖波がそのまま対象地点に到達するわけではな

い。ここでは、メレ湾内及びポートビラ湾内の波浪変形計算を行い、対象地点に到達する波浪の

諸元を求めるものとした。 
波浪変形計算は、不規則波による波浪変形計算手法としては、現在最も一般的とされているエ

ネルギー平衡方程式を解く方法を用いた。メレ湾周辺の計算領域（大領域）は、図 A.5 に示した
とおりである。図中に示した小領域は、ポートビラ湾内に侵入する波浪を対象とした計算領域で

ある。また、図 A.6はポートビラ湾内の計算領域を示したものである。小領域波浪変形計算では、
大領域の計算結果から小領域の沖側境界における波浪諸元を求め、これを用いてポートビラ湾内

の変形計算を行うものとした。 
図 A.7は、サイクロン（8813）による波浪を対象に、メレ湾内の波浪変形計算を行った結果を

示したものである。これによれば、ポートビラ湾湾口部における屈折係数は、0.7程度となってい
る。また、湾口部での入射波向は、S85°W程度になっている。図 A.8は、さらにこの結果を用い
て、ポートビラ湾内に侵入する波浪の波浪変形計算を行った結果を示したものである。これによ

れば、ポートビラ湾湾口部を 1とした場合の、計画対象地点付近における屈折係数は 0.07程度に
減少している。また入射波向は、ほぼ N方向になっている。これらを重ね合わせると、沖波に対
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する計画対象地点の屈折係数は 0.05程度であり、サイクロン（8813）による波浪が来襲した場合
でも、対象地点の換算沖波波浪は 0.5m程度に減少する。 
このように、外海で発生する波浪に関しては、対象地点の波浪は小さいが、ポートビラ港周辺

はサイクロンの通過地帯に当たっており、この強風による湾内発生波の影響が考えられる。 
図 A.9 は、ポートビラ湾内の有効吹送距離を算定した結果を示したものである。これによれば、
有効吹送距離の最大値は、NNE 方向に対する 1.3km 程度になっている。前述したサイクロンに
よる波浪推算の結果によれば、ポートビラ地点付近の最大風速は 40m/s程度になっている。ここ
では、危険側を考慮し、風速を 50m/sと設定した。 
これらの結果を用いて、対象地点における湾内発生波を算定すると、最大 1.4m、周期 3秒程度
になっており、外海波の侵入波より波高は大きくなっている。 
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表 A.2 波向別波高階級別頻度表（「バ」国地点沖波、通年、2001年 3月～2004年 2月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 A.3 波高、周期階級別頻度表（「バ」国地点沖波、通年、2001年 3月～2004年 2月） 
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図 A.2 大規模サイクロンの経路（1945～2003年） 
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図 A.3 サイクロン（9323）による波浪推算結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 A.4 サイクロン（8813）による波浪推算結果 
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図 A.9 有効吹送距離の算定 
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資料－７．５ ボーリング及び測量データ 
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